
ティモシキン教授は、ロシアを代表する若手理論/計算科学研究者の一人で
す。窒化アルミニウムの化学気相蒸着(chemical vapor deposition, CVD)や
窒化ガリウムナノロッドの生成など、13族-15族ドナーアクセプター化合物と
そのオリゴマーの安定性および反応性の系統的な理論研究を基盤とした無機材
料生成過程の理論的解明を研究テーマとされています。特に、CVD過程にお
いて気相から直接固体（ナノ粒子）が生成する際、オリゴマー生成が重要な反
応であることを初めて提唱した理論研究者として知られています。最近の論文
(JACS, 131, 3942-3949, 2009)を参考にして下さい。
今回、日本学術振興会招聘外国人研究者として来日されており、この機会に
本学においても最近の研究成果を講演して頂くことになりました。奮って御参
加下さい。
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